
特定非営利活動法人とりで 苦情解決 総括 
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１ 5月 18日 ① 他の子どもから聞

いた職員の話を聞

いて腹が立った、

と子どもより話が

あった。 

どういう話

だったの

か、その職

員から教え

て欲しい。 

子どもから子ど

もへ、伝わり方

が歪められて伝

わっていたこと

が分かり、職員

から腹を立てた

子どもへ説明

し、落ち着いた。 

相談な

し。 

２ 5月 25日 ⑦ とりでこども食堂

の開始時、会場に

ボランティアの方

が集まられた際に

担当者が来ておら

ずボランティアの

方から苦言があっ

た。 

何度かこれ

までもあっ

た、繰り返

さないでほ

しい。 

ボランティアの

方へ該当職員、

他の職員で謝

罪、繰り返さな

いようにする旨

説明し理解して

いただいた。 

相談な

し。 

３ 6月 6日 ② 「（他の入居者の）

夜中と、早朝電話

の声がうるさくて

寝れない。」と子ど

もから言われた。 

静かにさせ

てほしい。 

こども会議を開

き、大人が同席

した上で子ども

同士で通話の時

間帯に気を付け

るよう話し合っ

た。また、部屋

の位置を変え他

の子どもの通話

音が聞こえにく

い並びにした。 

相談な

し。 

４ 7月 22日 ⑦ とりでこども食堂

の会場の管理者よ

8.9月は利

用禁止と通

謝罪をし通達内

容を受入、その

相談な

し。 

令和 6年度 ① そなえ ②すばる ③ゆめじ ④のぞみ ⑤いちご  

⑥ のどか ⑦地域支援・アフターケア ⑧てらす 

件数 9件 



り電話、片付けが

不十分であったこ

との指摘だった。 

達を受け

た。 

間は別の会場を

利用することと

した。 

５ 9月 17日 ⑦ まつりの前に公用

車が路上駐車され

ている、と法人事

務局へ近隣の方よ

り指摘の連絡があ

った。 

すぐによけ

てほしい。 

職員が一時的に

置いていたよう

でまつりの中か

らすぐに出てき

て車をよけた。 

相談な

し。 

６ 10月 3日 ⑦ まつりの担当者の

公用携帯へ近隣の

方より電話、「まつ

りから爆音が聞こ

えうるさい。」との

ことだった。 

すぐに消し

てほしい。 

担当者からまず

は LINEで注意、

本人から「気を

付けます」と返

事有、後日あっ

た際にあらため

て対面で注意し

た。 

相談な

し。 

７ 10月 9日 ④ 近隣の方より法人

事務局へ電話、の

ぞみのことで「前

の責任者の対応と

今の責任者の対応

が違う、前は新入

居の子どもがくれ

ば紹介をしてくれ

ていた。前と同じ

対応をしてほし

い。また、先日、

ホームを訪ねた際

職員の態度が悪か

った。」とのことだ

った。 

対応を以前

のように

し、改めて

欲しい。 

職員会議で検

討、前のように

新入居の子ども

がいれば個人情

報に留意しなが

ら出来る範囲で

紹介し、近隣の

方がホームを訪

ねてきた際は出

来る限りインタ

ーホンではなく

玄関先で対面で

対応する。 

相談な

し。 

８ 10月 15日 ⑦ 全体会議の際に鍵

の片付け方が違

い、他の会場利用

者が困った、と管

戸締り確認

と合わせ、

鍵は正しい

場所へ片付

管理者へ謝罪

し、会場を利用

することがある

職員間でも共有

相談な

し。 



理者から指摘があ

った。 

けて欲し

い。 

した。 

９ 11月 27日 ⑥ 関係者から「のぞ

みの職員とうまく

連携ができない、

困っている。」と訪

問し相談を受け

た。 

放課後等デ

イサービス

の利用のこ

とであり、

連絡、依頼

したことは

確実に対応

して欲し

い。 

相談を受けた 2

週間後に関係者

の元を理事長、

のぞみ職員で訪

ね謝罪、今後同

じようなことが

ないようにす

る、と説明をし

理解をしていた

だいた。 

相談な

し。 

 

第三者委員 総括 

内容： 

・以前は子ども同士の苦情や子どもへの苦情が多かったが、6年度は活動の会場利用や交

通ルールなど法人の規範意識が問われる苦情が複数見られた。社会福祉事業を行う法人

であればある種、大変な活動をしているから、という理由で規範意識については大目に

みてもらえることもあったかもしれない。その意味では、当たり前に規範意識を求めら

れていることが地域の一員として見られているようにも見え、これは決して悪い方向で

はないと感じる。 

・苦情は良くないことだとみられがちだが、ただ苦情を受けて解決に向かう方法を考え

るのではなく、その苦情の真意を図り想いをくみ取って対応をすればネガティブな意味

だけで終わらず、法人にとってポジティブな影響を与えることにつながるのではないか。 

・最後に、苦情が完全になくなるのは難しいかもしれないが、増やさない、という意識

は持っておくべきだと考える。 

 

 

 

 


